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ロ
( 1 ) 与式 =

- 4 + 8

迨

(2) 与式 = 季 × (- 6 )

巡
(3) 5 式 = 3 a - 6 b - 4at 12 b

= - a t 6 b

(4) 与式 = B
2
+ 2 ×B ×I + I

2

= 3 t 2 √8 + 2

= 5 + 26 mmm

(5) 式 を 変形 して

x
ユ
- 5 x - 6 = 0

⇒ (x + 1 )(x - 6 ) = 0

: x = - 1
,
6
～

( 6) n 角形 の 内角 の 和 は 180 (n - 2
)

より
正 t 角形 の 内 角 の 和 は

/ 80 × ( 10 - 2 ) = 18 × 80
= 14400

よって
,
1 つの 内角 の 大 きさは
14400 ÷ 10 = 144

～



( 7 )

ア : A組 のヒストグラムより 30 回 以 上 の

生徒 は

4 1 ← 1 = 6
～ ～ ～

人

30 ～ 35 35 ～40 40 ～ 45

よって
,
正 しい

イ : 20 人 の 中 央値はデ ー タを 小 さ …順に

並べたとき 10人 い 人 目 のデ ー タの 平均値
である 。

⑦ ⑨
0000000000 0000000000

ん

中央値
=⑦

ヒストグラムより
,
10 人
,

リ

人 目 の 階級は A組
B組 ともに 25 ～ 30

回 なので正 しい

, 1 3 3 6

ロ

↳ 8~ 14 人

9 ～ い 以
, 3 , 1 32つ
Q



ウ : ヒストグラムではデ ー タの 範囲 しか 分 かの⑨
ない

⇒ 各人 の 具体的 な 回数 は 不明
⇒ 最大値 ,

最小値 の具体的 な 回数は
不明 なので 範 囲 も 計算 できない 。

よって 最 大値と最小値 の 差 はどちらの
組 も 40 回 とは 限 らない

エ : A組 の 最頻値は 25 ~ 30 回
B 組 の最頻 値 は 30 ～ 35 回

よて 最頻値 は A組 より B組の 方 が
大 きいので 正 し …

以 上 より 答 えは 丘

( 8 ) ① AB
,
AC までの距離

A
が 等 しい

%
.

⇒ LBAC の 二等分線

B e ② 点 C から 最 も近 い

距離
⇒点 C を 通 り ① と

垂直 に 交 わる

①
, ② の 交点 が 作国 する 点 P



回 1
.

⑦凸しい ⑨
1回 目 に 5 の 目 がでると

カ ー ド A がうら返 る

?
1 ⇒ カ ー ド A が 黒 から 白 に

なる 。したがって 1 回目 が

5 2終
わ。 たとき 全 てのカ ー ド
が 白 となるため

,
2 回目 で

e a どの 目 が 出ても 黒色 の 面
4 3 が 上 となるのは 1枚 だけ

になる
。

(2 ) さいこ 3 の 出 る 目 は 6 × 6 = 36 通 り
1 回 目 が 1 のとき。

: まは B にいるので A . Bが 黒 である
A

.
B ととなり合うカ ードは C

.
E であるから

2 回 目 に 2 ⇒ E が 黒
2 回 目 に 4 ⇒ C が 黒 }2楽
1 回 目 が 2 のとき

こまは C にいるので A . Cが 黒 である

となり 合 うカ ー ド 3枚 が黒 になるには
2 回 目 でこまが B に 止 まれば 良 い

⇒ 2 回目 に 1 ⇒ B が黒
2 回目 に 6 ⇒ B が黒 } 通工



。 1 回 目 がのときる

こまは D にいるので
,
A . D が黒

である 。

となり合 うカ ー ド 3枚 が黒 になるには

2 回目 でこまが E に 止まれば 良 い

⇒ 2 回 目 に 4 ⇒ E が黒 } 1通

1 回 目がのとき女

こまはにいるので A .
が黒 である

。
E E

A . ととなり 合 うカ ー ドはであるから上 BD

2 回 目 に ⇒ が 黒D
2 回 目 に ⇒ が 黒る B } 通り

～

3

2 回 目 に 6 ⇒ D が黒

1 回目 が 5 のとき

( )より 黒 の 面となるのは 必 ず1 枚 なので0 通
り

。 1 回 目 が 6 のとき

こまは B にいるので 1 回 目 が 1 のときと同 じ

である 。 よ 。 て 2 通 り
～

以上 より
黒

色 の 面 が 上 になるカ ードが、 となり

合 う 3 枚 だけ 黒 となるのは

2 ← 2 ← 1 + 3 t 0 ← 2 = 10通り
～

よて 求 める確率 は

最量 こ



2
.

() 男子 の
「ある」 と 回答 したのは 75 %

女子 の
「ある」 と 回答 したのは 66%

よって
, 男女 の 「 ある 」

と 回答 した 人数 の合計 は

0
.

75 x t 0
.
66 ym
～

( 2 ) 円グラより 「ある 」 と 回答 したのは 男全体の

70% なので
0 .75 x τ 0

.

66 y = 0
.
7 (x + y)ー の ①

また 。「 ある 」 と 回答したのは女子 の方 が男子
より 3 人 タタいので

0 . 66 y =0 . 75xt3m 一
②

女子 の
「あり

」

= 男子 の
「あり」

+ 3 人

① を 整理 すると
0
. 75 x t 0 . 66 y = 0.7x t 0.7 y

⇒ 0
. 05 x - 0 . 04 y = 0

⇒ 5 x - 4 y = 0 ー ③

② を
整理 するとと

0
.
66 y - 0 . 75 x = 3 2 × 100

⇒ 66 y - 75 = 300x 2 ÷ 3

水 22 y - 25 x = 100

⇒ - 25 x t 22 y = 100 ー ④

よて
5x - 4 y = 0{- 25 x +22 y = 100-④



③ × 5 t ④ より

25x - 20 y = 0

- 25x + 22 y = 100t
2 Y = 100

Y = 50

Y = 50 を ③ に 代入 して

5x - 200 = 0

5 x = 200

∴ x = 40

以上 より 3 年生全員 の 人数 は

40 + 50 = 90 人
～

③
.

( い )グラフは放物線
～

～ とよばれる曲線である

(2 ) R

(3 ) 比例 定数 a の 値 が 大きいほどグラフの
開 は !(

{…
v - "

U … y = xz

⇒ 比例定数が 大きいほど

グラフの 開 き 方 は 小 さい
> x



2
.

( ) 点 A は Y =ま x 上 にあり x
= - 3 なので

y = ☆ × [- 3 )
2

= 3 ∴ . A( -3
,

3 )

点 B は = x 上にありx = 6 なので

Y = ☆≥ 62

= 12 : B ( 6 , 12 )

直線とは 点 A
,
B を通 る

。
直線との 式 を

Y = mx tn とおくと 1次関数では傾 き = 変化の

割合 なの
Y の 増加量

。
B (6, 12 )

人

m =

x の 増加量 9

回

二

12 - 3 さ3
,
3 ) 9

〉

6 - (.3 )

= 参 =
1

よって
,

J

= x t n で A
(

- 3 ,
3

) を 通 るのでで
3 = - 3 th ⇒ n = 6

: . Y = x +
6mmm



(2)

OAOC と O CO B において

底辺 をそれぞれ AC . CB
uS

とすると 高 さが寺 しので
面積比は 底辺比 と

i 議
等 しい

: OAOC : 0 COB = 7 : 2

七

言 より

1 B / AC : C = 7 : 2B

: : で
, A .

B
.
C α x 座標 の 点 を A ' B ' C ' EL

.

点 C の x座標 をヒとすると
、

AC : CB = A
' CI : CB

1

ここで

A
'

c
=

t - ( - 3 ) = tt 3

C
'

B= 6 . t

であるから
ACU : C

'
B = tt 3 : 6 -

tms

て

よて

2 ( t + 3 ) = 7 ( 6 - t )
⇒ 2 t t 6 = 42 - 17t

9 t = 36 ∴

=cnx座標



点 C は 直線 ( : y = x + 6 ± にありx = 4 なので

Y = 4 t 6

= 1 ⑩ : C ( 4
,
10
)

また
。 点 C は Y = ax 上 にあるので

i 0 = a × 42 * a = 10 = ⑤8
mw

(補足 ) AC : CB = A
'

c: C
'

B
'

について

直線 l ε x 軸 との 交点 を

D とする
O DAA

'

COD CC
'

において

i AA
'

1/ CC
'
より

∠ DAA' =LDCC
'
- ①

議 章 ∠ DA
'

A = LDC
'

C - ②

① , ② より 2組 の 角 がそれぞれ

D 0
C. B

1

等 しいので
ODAA

'

SODCC
1

同様 に O DCC ' SO DBB

よって

OPAA
'

S ODCC
'
∞ O DBB

1

対応 する 辺 の 比 は 等 しから
DA : DC : DB = DADC: DB

1

: . DA : AC :CB =DATA' CL
ML



毋
1

.

O DCEにおいて CE = DE

より =等辺三角形 。 よて
∠ EDC = LECD

11/
,

仮定 より
ィ

β )20
?

⑤

∠ DB= LECD で

∠ DBE =20 ” なの
⑦

LEDC = LECD =20 ÷ D+⑨

ODCE で 外角の 定理～
～～

より

∠ AED = 200 ← 200

= 40
～

2
.

OBDECO DFE で

仮定 より

<DBE = LECD 一 の

⑦ CE = DE より OECD

は = 等辺三角形 なので
LEDC = LECD ー②

0 Q

①
.
② より

LDBE = LEDC
よって

<DBE = LFDC ③



共通 な 角 は 等 しいから
∠ BED = ∠DEF ー④

③
.
④ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので
O BDE ∞ O DFE (証明 終わり )

函難問
点 M は BC の 中点 で

あり AB 1 EM である

から 中点連結定理
0

ー 0 より 点 E は AC の 中点
3

である

√
"

フ

0
⇒ AE = CE

～
4
→

" また 仮定 より DE = CE

であるから AE = DE = CE
.

の①

そこで 、 点 E を 中心 と

して 半径AE の 円 を

考 える 。

〉 0

0 ⇒ ① より DE , CE

も 半径である
。0

点 A
,
D
.
C は 同一

円周 上 にあり AC は 直径なので ∠ ADC = 9 m～
～



また ,
仮定 より

< DBE = LDCE

なので
,
円周角 の 逆 の

レ

定理から
点
BD . E .C

s は同一円周上 にある
。

回 ィ ⑦

∠BDC = 900 より
\ " 八 い ノ

2 2 BC は 直径 であり 、

点 M は BC の 中点
なので

,
点 M はこの 円の

中心 である
。

: ∴ BM = CM = ME = 2cm

中点連結定理 より

AB = 2 EM
フ

4
ー

1 0
= 2 × 2

ー
0 = 4 cm

N る
7

ー

1

0

BD = 3 cm より

72 AD = 4 - 3
～

ル 心 ィ = 1 cm
2

～

.



OEAD と O M CE で

ABIEM より 同位角 が
] ×

*
0

等 しいので
劼 LEA =∠CEM-
② ～

爻 OEAD は EA = ED
2

0
の = 等辺三角形 なので

*L
.
, LEAD - LEDA一③

OMCE は MC =ME = 2 cm のニ 等辺三角 い
なので

∠ CEM = LECM
～

ー④

②
.
③
,
④ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので
OEADSLMCE

対応 する 辺 の 比 は 等 しから
ED : ME = AD :CEEƩ T

∴ CEP = 2

CE 7 0 より

CE = 3 cm
.



(2 ) 難問
OABCにおいて

AB = BC = 4 cm

4

へ なのでニ等 三角形辺殳 また , AE = CE よりT

点 E は AC の 中点 であるr 彡 よって

ー
4
ー BEICE

～m

(1 ) より CE = 2cm なので AE= 2 cm

よって OABE で 三平方 の 定理 より
BE =√4 - B

～ =√ー
2=

=√ 4 cm

したがて , LABE の 面積 は

文 ×Ʃ× √ψ = 上 × 「I8

= 1 × 27

=√ 7 imn

OABE と OBDE で 底辺を

に それぞれAB , BDとすると
高 さが等 しいので 面積比は

3

^ 底辺比 と 等 しい 。



よて

OABE :OBDE = AB : BD

次 = 4 : 3

: . 4 × 0BDE =37

⇒ 0 BDE= n～

DBDECO DFE に
おいて 仮定 より

∠ DBE = L FDE 一 ①

Vs
\ 共通な 角 は 等しので
ー ∠ BED = LDEF - ②

⑭ ①
.
② より 2組 の 角 が

亠

それぞれ等 しので
L BDE CSLDFE

相 似比 は

BE : DE = 1 : 3

相似な 三角形 の 面積比は 相似比 の 2乗 に等
しいので

OBDE :ODFE=µ
撃 = 14 : 2

= 7 : 1

よってて

7 × ODFE = ⇒ 0 DFE = 等中=違



原
C
.
D
.
M は 一直線上 に

あるので

1 LEDM = 600

20 よって OEDM は 30
-

120

l ! 00 600 -90 の 直角三角形
である

。

20

ー

したがと
DM : DE : EM = 1 : 2 :30
⇒ DE : EM = 2 :30
⇒ 2 EM = 20 N

3

: . EM = 10 √ 3cm
～

2
.

( 1 ) 線分 AE が 動 いて

止 できる 国形 は 左国

\ (おうぎ) である 。
20\.

120
"

よって 面積は
r ー、

.
\ ノ

20 × 20 ×π×
36Oー

20

=⑪



(2 )

//
1
い
、

×
\ Hi

\思
30

,

面 GHIJ が 動いてできる 立体 は 上国 の 通 り
GHIJ は FADE の 各辺 から 2 cm だけ 内側
にあるので
GH = 20 - 2 - 2 = 16 cm

HI = 30 - 2 - 2 = 26 cm

また 。 GH の 延長線 と AD の 交点 を σ とすると
HO = 2 cm

である 。

底面 GG
'

H ' H は 以下 の 通
り



や
G Hi

GG-L ' H の面積 =おうぎ 形 OGG - おうぎ形 OHHI

= × ×π× 302O - 2 ×2 ×π×36818
324
=ーπ -π3

=π
よって 求 める 体積 は

320 3

3
π× 26 =8 π

～

高さ

m

底面

3
.

難問

氷
許



横 から 見 た 国 は 以下 の 通 り
E

ノ 点 D から 机 に

20
垂線 を 下 ろした足 を

KK

叫 60
? 「

PM 点 E から机 に

。%

垂線 を 下ろした足を

んとする
C 良 く 机⇒ 求 める長さはEL
また 点 E から CD の 延長線 に 乗線 を 下 ろした足
MM から 机 に 乗線 を 下 ろした 足 を N する
～

～

さらに
,
CM と E L の 交点を T とする ～
～～～

E
ノ LEDM は 30

-

600 - 90 の 直角三角
20

形 なので

求「on/τ
DM : DE : EM

= 1 : 2 : √3

C 良 "机
⇒ DM : DE = 1 に220

cm

∴ . DM = 10cm
～

また 。 DM : E M = 1 : B
より0m
EM = 10 √3 cm
～～



E
ノ

20

(

学。
"
n/、o

^
;

: 机思
O TCL と O TEM において

対頂角 は 等 しから
∠ CTL = ∠ E TM 一 ①

また 、

∠ CLT = LEM T = 90 ー ②

①
.
② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しから
O TCLSL TEM

対応 する 角 は 等 いから

L TCL = ∠ EM ③[

E

ハ 点 M から EL に
20 O「3 垂線 を 下ろした足を

ノ U とする

(
nli
良 旦 机界



ODCK E ME U におてδ

③ より

∠ DCK =∠ MEU ー ④

また
∠ DKC =∠ MUE = 90 - ⑤

④ . ⑤ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので

ODCKSL ME U

対応 する 辺 の 比 は 等 しいので

DC : ME = CK :
E ∞

一

opCK で 三平方 の 定理 より
二

ck =√20= 42 = 86

よ

ROEU = 10 √3 × 86
/ Ov √ 3 ×86

E政
20 2

=答
= 2
昨

⑥

( 感
相*→
。 /

問品"
-



O DCK EOMCL において

DK " MN より 同位角 が 等 しので
LCDK = LCMN ー ⑨

∠ CKD = ∠ CNM ー⑧

より 2組 の 角 がそれぞれ等 いので凸 ⑧

O DCKCS OMCL

対応 する 辺 は 等 しいから

DC : MC = DK:M 0
⇒ 20 M L = 120 : ML = 6 m
～

気 MN = UL より

O√3 UL = 6 cm
～

- ⑨

1
"

'n算 !
～ k " 机

ノ
晃

⑥
.
⑨ より

EL = UL + EU = 6 + 12Ʃ cm
～


